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要旨：野生山菜 19 種について福島第一原発事故後の 137Cs 濃度の経年的トレンドを調べたところ，13 種が減少傾

向，３種が増減不明瞭，３種が増加傾向であった。この区分は種の生育場所とおおよそ対応し，濃度減少する種の多

くは林縁を中心に林外から林内までの広い範囲で生育し，濃度の増減が不明瞭な種は林縁と林内，濃度増加する種は

主に林内で生育するものであった。林外や林縁と比べ，林内では植物から供給されるリター量が多い。豊富なリター

や土壌有機物が供給する 137Cs が，林内の山菜の 137Cs 濃度の経年的増加をもたらしているとも考えられる。
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Ⅰ はじめに

福島第一原発事故により野外に放出された放射性セシ

ウムは，放射性崩壊により減衰しながら平衡に向けて生

態系内で移動を続けている。種によって生活形や物質代

謝が異なるので，植物体内の放射性セシウム濃度やその

トレンドも種によって異なると考えられる。

現在の山菜の利用による汚染リスクを減らす(例えば，

２)だけでなく，今後どの山菜がより安全で安定した資源

として利用できるか，植物体の放射性セシウム濃度の経

時変化メカニズムに基づいた将来予測が重要である。

2012 年春から 2016 年春まで，福島県を中心に約 200

種の山菜の放射性セシウム濃度を調べ，うち 19 種につ

いて同一個体(群)から繰り返し春の検体を採取して濃度

のトレンドを評価したので報告する。

Ⅱ 調査地と方法

2012 年春から 2016 年春にかけて，茨城県と栃木県，

福島県で採取した野生山菜 19 種の可食部の 137Cs 濃度

(Bq 絶乾-kg-1)を γ 線スペクトロメトリ(同軸型ゲルマニ

ウム半導体検出器 GEM40P4-76；セイコー・イージーア

ンドジー株式会社)で測定した。濃度は 2016 年９月１日

を基準日に減衰補正した。計算は R(5)を用いた。

Ⅲ 結果と考察

１．可食部の 137Cs 濃度の経年変化 137Cs 濃度が減少

傾向であったのはクサソテツ(図－１a)，ウド，タラノキ，

ニワトコ，ミツバアケビ，リョウブ，フキ，カタクリ，

ヨモギ，ワラビ，イタドリ，ノコンギク，ヤブレガサの

13 種，増減が不明瞭であったのはイワガラミ(図－１b)，

ツルアジサイ，ゼンマイの３種，増加傾向であったのは

コシアブラ(図－１c)，ヤマドリゼンマイ，ハナイカダの

３種であった(表－１)。

図－１． 可食部の春の 137Cs 濃度の経年変化

a クサソテツ，b イワガラミ，c コシアブラ
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２．137Cs 濃度の経年変化と植物種の区分 濃度の経年

変化区分は種の生活形や系統分類上の違いとは特に関係

がなかった。種の生育地として市街地，農地，林縁，林

内を想定し，その種がよく見られる場合に 1，比較的よ

く見られる場合に 0.5 を与え(表－１)主成分分析を行っ

たところ，第一主成分(寄与率 64%)は市街地と農地，林

縁の固有ベクトルが正(各 0.51, 0.56, 0.41)，林内の固有ベ

クトルは負(-0.51)で，林外から林内に向かって，光量の減

少や樹木が供給するリター量の増加を示す軸と考えられ

た。第二主成分(同 20%)は市街地が正(0.53)，林縁が負(-

0.84)で，攪乱機会や外来植物の多い市街地での種の生残

力を示す軸と考えられた。

３．各区分の植物種の生育地の特徴 137Cs 濃度が減

少傾向であった 13 種のうち９種は，市街地や農地，林

縁で多く見られた(表－１)。市街地での濃度の減少傾向

は放射線医学総合研究所敷地のフキとツクシでも認めら

れている(6)。137Cs 濃度が増加傾向の３種は林内種であ

った(表－１)。うちコシアブラとヤマドリゼンマイは

137Cs 濃度が高い種(2)であるが，その濃度が，経年的に

上昇していることが分かった。濃度の増減が不明瞭な３

種は，主に林縁と林内に生育していた。

福島第一原発事故による放射性セシウムの沈着量が大

差ない場合，リターの多い場所で 137Cs 濃度が高いこと

がフキ(3)やゼンマイ(4)で知られている。林外や林縁と比

べ，林内では植物から供給されるリター量が多いので，

豊富なリターや土壌有機物が供給する 137Cs が，林内の

山菜の 137Cs 濃度の経年的増加をもたらしているとも考

えられる。山菜ではないが，コナラで経年的な減少が増

加に転じた例(1)が報告されている。

表－１．野生山菜 19 種の主な生育地と増減トレンド

* 1 よく見られる場所。0.5 比較的よく見られる場所。

Ⅳ おわりに

今回，リターの多寡が放射性セシウム濃度の経年的な

トレンドにも関係している可能性が示されたのは興味深

い。今後検証していく。
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市街地 農地 林縁 林内 増減トレンド
クサソテツ 0 1* 1 0.5 減少
ウド 0 0.5 1 0.5 減少
タラノキ 0 0 1 0.5 減少
ニワトコ 0 0 1 0.5 減少
ミツバアケビ 0 0.5 1 1 減少
リョウブ 0 0 1 1 減少
フキ 0.5 1 1 0.5 減少
カタクリ 0 0 0.5 1 減少
ヨモギ 1 1 1 0 減少
ワラビ 0.5 1 1 0 減少
イタドリ 0.5 1 1 1 減少
ノコンギク 0 0.5 1 0 減少
ヤブレガサ 0 0 0.5 1 減少
イワガラミ 0 0 1 1 ±
ツルアジサイ 0 0 1 1 ±
ゼンマイ 0 0.5 1 1 ±
コシアブラ 0 0 0.5 1 増加
ヤマドリゼンマイ 0 0 0 1 増加
ハナイカダ 0 0 0 1 増加


